
高信頼情報指向無線センサネットワーク構築に向け

た初期検討：プロトタイプネットワーク構築および

テストベッド開発

福岡大学

森 慎太郎

IEICE ICN研究会
2023年8月＠福岡

本研究成果の一部は国立研究開発法人情報通信研究機構の委託研究（05601）により得られたものです．



背 景
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 本研究では、スマートシティに展開するため
のIoT アプリケーションサービスを支える
無線センサネットワーク（WSN; wireless
sensor network）技術を調査する。

 WSN は、センサ、アクチュエータ、エッジ
ノード、リレーノード、クラウドサーバを接
続する相互ネットワークを通じて、大量のセ
ンシングデータに対処する必要がある。
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 無線ネットワークでは、電波伝搬環境が悪いために、ノードが突然利用できなく
なる可能性があるため、従来のIoT フレームワークは解決できない潜在的な課題
がある。

 本研究開発ではスマートシ
ティ・アズ・ア・サービス
のエコシステムの青写真を
提供できる長期運用のため
のテストベッド装置を実装
し評価することを目標とし
ている。



情報指向無線センサネットワーク
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‣データ伝送距離の低減（キャッシング設計）や不必要なデータ伝送の削減
（プル型ネットワーク設計）により，消費電力の削減に寄与できる余地がある．

‣付随的に，無線データ伝送量の削減による電波の有効利用も達成可能である．

‣ノードから生成される膨大なリクエストは，従前のHTTPに基づき収集するこ
とはオーバヘッドが大きく効率が良くないが，改善の余地あり．

情報指向無線センサネットワーク
（ICWSN; information centric 
WSN）は，ICNをWSNに導入する
ことを目指している．

ICWSNの利点：

‣プル型のアプリケーションに対
処可能．

‣ICNのデータの授受は場所に依
存しないため，動的な無線ネッ
トワーク環境 (ノードが移動する
または突然利用できなくなる場
合)でも対応可能．

ICWSNは自律分散環境において、適した組み合わせである。



開発中のICWSNシステム

 実際のスマートシティにおいて高信頼ICWSN構築するために、屋外での実運用を
想定したハードウェアデバイス・ネットワーク環境を構築している。

 無線ネットワークとして、Terragraphを使用している。
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NICT委託研究「City as a Serviceを支えるデジタルツインを持続
可能な状態で自己成長させるエコシステム」の共同提案者として，
柏の葉スマートシティ KOILモビリティフィールド を利用できる機
会を得ている．



福岡大学近郊地でのテストフィールド
＠アドバンテック株式会社様 野球場（福岡県直方市）
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おわりに
まとめ

‣高信頼情報指向無線センサネットワーク構築に向けた，筆者のこれまでの研
究の取組みについて述べた．

‣福岡大学近郊地においてテストフィールドを敷設し，高信頼ICWSN実証実
験に向けたテスト環境の構築進捗を説明した．

‣KOILモビリティフィールドにおいて、高信頼ICWSN実証実験に向けたテ
スト環境の構築進捗を説明した．

研究予定

‣実環境での評価に耐えられるハードウェアデバイス装置の実装・開発を進め，
将来の社会実装に向けた，高効率・高信頼なICWSNの開発を進捗させる予
定である．
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